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　　 シ ヨ ウジ ヨ ウバ エ の 眼色色素 ICつ い て 第 2 報 平 　 俊 文 ・
名 和 三 ftg（遺伝 翩

　 シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ エ の 赤色眼色素 が プ f リジ ン 誘導体で あ ろ うと 予測 した。5e と cl の もっ 黄色眼色 は 冢 蚕

の 1・ ・72 の 皮膚 1（ 見 m され た x ・ n ・h・pt・・in−B と 同
一

物 で あ り ，
こ 2・V，i・2・・ mi ・ ・ 4 ・h

｝
．d ・・ xy −8−lac・ylpteridi。 ，

−

6−・a ・b。 ・yhc　add の 構造 で あ ろ う と Forres・ e・　 al 　C5斗）f・・示 した c … c〜
，
　tl ；se

）
bu，J 、 ・e な ど の 二 重 劣性

ee然変異種 を作成 し ， こ れ ら と sed の 眼色色素 と プ テ リ ・ と の 関 係 を 調 べ た と こ ろ， 1） 郡 。 は 赤 色 眼 色

を 含 まず 責 色眼色 は SE，と ほ ほ 同 じ位 含 み ， 裾 色眼色 は Z・と同様含 ま れ て い な い 。
2） Z’；c／ は 赤色 及 び 黄

色瞑 色 を と も賄 L ・
’1 と同様 て あ る ．

3）ゐ・・w は 黄色瞑色 を含 まず b・v と同 様 で あ る．4） sed は 赤 色

及 び黄 色眼色鮪 し t
−1 に 似て い る カ・

， 体獣 多量 の 黄 色 色 素 （・… h。 pt・・i・ 刊 鮪 し て い る こ とが rlコoee
色突 然 変 異 種 に 見 ら れ ない 特性で あ り，

se や e ／ に 比 し て 体部 の is。 xanth 。pterin の 量 が 少 な い 。

　
こ れ ら の 結果 か ら ・ 黄色 色 素 → 赤 色色素 の 関 係 が 考 え ら滅 ， 赤色eeteは や は リフ

．
テ y ジ ン 誘導体 で あ り，

黄 色色素 は そ の 前駆 体で あ る と誑 られ る 。ま た 方 リ ン 構 の 究朋 に 関す る
一
部 の 結果 を併 せ て 述べ た。

問　xanthoptcrin −B の 化学構造 は あ なた の 所 で た しか め られ た か 。 （波磨 忠雄）

答 光 分 解 した もの 1．・ ％ て た し か め た の で ，fi… th ・P… in−B そ の もの は 現在有効 な 吸着 剤 が 入 手
一・
u き な

　い の で 確 め て た い 。しか し 光 分 解 物の pteridine−6−carb 。xylic 　 acid は blue の 螢光 を 有す る物質 で あ る』

　　　　 シ ヨ ウジ ヨ ウバ エ の Bar の小眼数 を増加 させ る物質の 化学構造上の 共通 点

　　　　　　　 加 地 早 苗 〔甲南大 。文 理 ・生 ）・吉 田 善 一一
（京大 ・工 。化）

　
lDO 種 近 くの 有機化合物 が Rar の 小 眼 数 を 増 加 させ る が ， こ れ ら を 分 類 す る と蛋 白分解物 （ア ミ ノ 酸 お

よ び そ の 誘 導体 ， ベ フ チ ツ ド， ウ レ イ ド）， 核酸分 解物 ， 脂肪酸誘導体 そ 嫌 当右機酸 ア ミ ドに 翩
・
る． そ れ

ぞれ の 9 蜘 p に は 顕著 な効果 の あ る物質槻 出 劼 た が こ れ ら は 生 物軸 勺に 関 連性は F． V ．よ うに 思 わ れ る。
し か し化学構 造 上 か ら は 全 く無 對 係で は な く，

ア ミ ド結合 （RrCONH − R2） が 共 通 点 で あ る こ と を 見 出 し

さ ら 師 鑚 脂鷺 ア ミ ドの 炭素数 を か え て 行 つ た実 験 か ら ， 酸 ア ミ ド （R − CONH
コ）の 構造 を持 つ 物質 が 最

も顕著 で あ る こ と を確認 した・a た ア ミ ド結合 に つ く原子 源 子 団 の Pt類 に よ り効果 の 異 る こ と を明 か に し

た こ れ ら の 実 験 よ り　 B ・ ，
’
・q．・小眼数 を 増 加 させ る効果 の あ る物質 は ， 眼色発現過程 に 鮒 るV ・

〔kinu ．e 。 ine），
cn

＋
（3・hyd ・。 ・ ykinu ・cn ｛・ ・）物質 の よ うに 特 定 の 単一物質 に 限 ら れ る もの で な い と考 廴 る c

問 リ ボ フ ラ ビ ン の 効 果 は 如何，〔波 興 忠 維）

答 Bar の ・隈 数 は 109・6 に 増 加 づ
・
る が 無 処理 の Ba ・ で は 7。 で あ る の で 大 し た効果 で ない 。

ナ イ ト ロ ミン （及びナ イ トロ ヂ エ ン ・マ ス タ 角 ド）の 感受性に及ぽす化 学物 質の 影 響

　　　　　　　　　　　　　　 仲　尾　善　雄 （京 都府 立 医大 ・生 ｝

ナ 朴 ゜ ジ エ ン マ゚ ス タ
ー ドの 生 物 学 酌作用 は フ ・ ・ ニ ー・ い メ チ ・し ア ミ ハ ブ P ・ ・ン （PMP 噸 似物質 に

よ 嘯 去 さ才・る こ とが 知 られ て 来 た の で ， 蚕 を材料 と し て ナ イ ト r・・S．
・

エ ン ・マ ス タ
ー

噸 の StSEIkび 笑然変
異作用 i鮒 す る P・M ・P の 作用 雛 査 し た．｝… M ・P は ｝E・（・対 臟 性 か 強 い の で 3mgrml ，α 05cc を 酬 し

て も嬢 は 直 ち に 死亡 す る。 ＋ 1＋ 雄蛾 に
lt3

％ ナ イ ト ロ ミ ン を注射す る と同時 に P．M ．P 結 晶を 蛾 に 挿入 し

直 ち に pc ’ ・！p・ ・磯 殿 絞 配 し て そ の 齢 卵 を調査 し て 突 然 変 異 勸 求 め た ．ナ ／r　 Fv ミ ン の み の 場合 は 両

座 位 変異 率 の 合計 は 2L’・・72士 1・93 で あ る の に P，M ．P 縮 を挿入 し た も¢ ・で は ILO2 士 2、。0 で 突然変異 鮒

非常 に 減 少 す る・eS　L　tt死 作豚 対 し て P・M ・P は 殆 撫 影響 で あ る激 死 ｛欄 硬 硼 らか に す る た め ，

pere ！pere 同志 の 交配 の 卵 を一
方 は 水 に 他 方 は P、　M ．　P 穃液 に 予 め 1 時 区浸済 し ， 更 に
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